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　平成30年４月臨時会において執行部要請により設置された航路問題に関する調査特別委員会は、計
16回の委員会を開催し、令和２年第１回定例会最終日に報告を行いました。

①　海路について
　佐渡航路は観光航路の要でもあるが、あくまで島民の生活
航路であることから、島民の利便性を重視した航路であるべ
きと思料する。
　主要航路である両津―新潟航路は黒字であるが、小木―
直江津航路は、毎年、巨額の赤字が続き経営に大きな影響を
及ぼしている。北陸新幹線開業に期待したが、導入した高速
カーフェリー「あかね」が荒天時に就航率が極端に悪く利用者

に不評で、島民をはじめ利用者の減少に歯止めがかかっていない。このことは、建造時に議会の提言
を無視しカタマラン型を選択した佐渡汽船の責任を強く問わなければならない。小木―直江津航路に
ついて、船舶の形態、運航ダイヤなど抜本的な見直しをすると同時に、公共交通機関として経営改善に
更なる企業努力を行うよう強く要望する。
　両津―新潟航路については、建造後39年を経過するジェットフォイルに関して、高速交通体系維持
の観点から、早急に新造する必要がある。しかし、現在の事業者である佐渡汽船が単独で建造するこ
とは困難なことから、鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶共有制度を利用し建造する方向だが、
建造や赤字補填を自治体に頼るのではなく上場企業として企業責任を果たすべきである。なお、平成
25年８月25日「あかね」建造時に開催された佐渡空港・小木航路特別委員会における参考人聴取で、
委員から「今後、佐渡市に支援を求めないということですね。」との質問に対し、当時の佐渡汽船の専
務は明確に「今後、支援は求めない。そのとおり。」と答えていることを申し添える。よって、今後、船舶
建造にあたっては、佐渡汽船の筆頭株主であり、離島を有する新潟県に対し、佐渡市として強く財政
支援を行うよう求めるべきである。
　今後の課題としては、新潟県、佐渡市、佐渡汽船、新潟交通佐渡、地元関連業者、佐渡観光交流機
構が一体となって誘客体制を強化し、利用客の増加に努めるよう提言するものである。

②　空路について
　県営佐渡空港については、離島振興の観点、交流人口拡
大を図るために、ジェット機が就航可能な空港整備が急務
であるが、佐渡空港拡張整備事業は、未だに事業化に至っ
ていない。
　現在の空港で離発着できる航空機の導入により休止と
なっている佐渡―新潟空路を復活させ、新潟空港経由や佐
渡対地方航空便を新たに開設し、利用促進を図りながら空
港拡張整備事業を推進すべきである。
　また近年は、大規模災害が全国的に多発しており、島民の安全確保の観点から空港は、港湾と共に
本土とを結ぶ重要な拠点となる。離島にとって日常生活に必要不可欠な交通手段を複数確保する観点
からも佐渡空港の拡張整備に早急に着手すべきである。

航路問題に関する調査特別委員会報告
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交
流
人
口
拡
大
や
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
い
て
、
思
い

切
っ
た
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

交
流
人
口
は
、自
然
災

害
や
社
会
的
要
因
に
よ
り
減
少

に
転
じ
た
と
分
析
し
て
い
る
が
、

取
り
組
ん
で
い
る
方
向
性
に
間

違
い
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、空
き
家

調
査
員
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
と
連
携
し
、空
き
家
の
利

活
用
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

 

佐
渡
文
化
財
団
の
あ
り

方
や
運
営
等
の
制
度
設
計
に
大

き
な
欠
陥
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
の
補
助
事
業
を
優
先

す
る
や
り
方
が
今
回
の
事
態
を

招
い
て
い
る
。
公
益
財
団
法
人

へ
の
移
行
も
念
頭
に
置
き
、
早

急
に
組
織
の
見
直
し
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

佐
渡
文
化
財
団
の
運
営

目
的
で
あ
る
伝
統
文
化
の
継
承
、

保
護
、
保
存
、
情
報
発
信
な
ど

は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

た
め
、
運
営
に
つ
い
て
は
改
善

努
力
を
し
て
い
る
。

 

漂
着
ご
み
の
対
策
に
つ

い
て
、
副
市
長
を
中
心
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
の

か
、
ま
た
環
境
対
策
課
が
中
心

と
な
り
体
制
整
備
を
す
る
の

か
。 

海
岸
漂
着
物
に
対
す
る

市
民
等
の
意
識
を
高
め
、
よ
り

幅
広
い
主
体
の
参
画
が
得
ら
れ

る
よ
う
新
潟
県
等
の
関
係
機
関

団
体
と
よ
り
一
層
の
連
携
を
確

保
し
、
今
後
の
海
岸
漂
着
物
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

相
川
病
院
は
療
養
病
床

で
老
健
施
設
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
補
完
を
し
て
い
る

が
、
両
津
病
院
は
佐
渡
医
療
圏

域
の
中
で
再
度
計
画
見
直
し
を

し
、
役
割
分
担
の
中
で
適
切
な

規
模
で
の
早
期
建
設
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

両
津
病
院
と
相
川
病
院

が
佐
渡
医
療
圏
域
の
中
で
役
割

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

厚
生
労
働
省
の
再
編
、
統
合
に

係
る
再
検
証
と
し
て
、
改
め
て

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
の
中

で
合
意
を
得
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
う
し
た
手
順
を
踏
ま

え
、
耐
震
性
能
や
津
波
浸
水
に

大
き
な
不
安
を
抱
え
る
両
津
病

院
の
早
期
移
転
、
新
築
を
着
実

に
推
し
進
め
て
い
く
。

 

佐
渡
空
港
拡
張
整
備
計

画
は
、
現
滑
走
路
で
も
離
着
陸

で
き
る
飛
行
機
も
開
発
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
２
千
メ
ー
ト
ル

化
も
し
く
は
、
１
千
5
0
0

メ
ー
ト
ル
で
の
早
期
実
現
を
目

指
す
べ
き
。

 

県
知
事
と
は
ま
ず
は
現

佐
渡
空
港
を
活
用
し
た
空
路
再

開
を
目
指
し
、
佐
渡
空
港
滑
走

路
２
千
メ
ー
ト
ル
化
計
画
に
つ

い
て
も
並
行
し
て
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
と
い
う
方
針
を

確
認
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

佐
渡
文
化
財
団
は
早
急
に

　
　
　
　
　
　

組
織
見
直
し
を

2月定例会においては、4人の議員が代表質問を、15人の議員が
一般質問を行い、市政について質しました。
本コーナーでは、その要旨を、議員の寄稿により掲載しています。

  

新
生
ク
ラ
ブ
　
佐
　
藤
　
　
　
孝
　
議
員  

……
…
❻
…

　
◆
佐
渡
文
化
財
団
は
早
急
に
組
織
見
直
し
を

  

政
友
会
　
岩
　
﨑
　
隆
　
寿
　
議
員  

……
…
❼
…

　
◆
三
浦
市
政
４
年
間
の
総
括
と
施
政
方
針
に
つ
い
て

  

市
政
会
　
竹
　
内
　
道
　
廣
　
議
員  

……
…
❼

　
◆
政
治
家
は
結
果
が
全
て
だ

  

政
風
会
　
坂
　
下
　
善
　
英
　
議
員  

……
…
❽
…

　
◆
令
和
２
年
施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

  

室
　
岡
　
啓
　
史
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❽
…

　
◆
佐
渡
が
世
界
遺
産
と
な
る
記
念
日
を
条
例
制
定
せ
よ

  

山
　
田
　
伸
　
之
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾
…

　
◆
佐
渡
─
東
京
、
大
阪
の
空
路
開
設
を
求
め
る

  
後
　
藤
　
勇
　
典
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾
…

　
◆
自
治
体
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て 

両
津
病
院
編

  
稲
　
辺
　
茂
　
樹
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❿
…

　
◆�
市
民
の
た
め
の
佐
渡
づ
く
り
を

  

金
　
田
　
淳
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❿
…

　
◆
県
財
政
難
が
も
た
ら
す
佐
渡
市
へ
の
影
響
は

  

中
　
村
　
良
　
夫
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓫
…

　
◆
市
営
住
宅
は
保
証
人
な
し
で
も
入
居
可
能
に

  

上
　
杉
　
育
　
子
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
…
⓫
…

　
◆
目
的
に
沿
う
計
画
性
の
あ
る
地
域
振
興
基
金
運
用
を

  

中
　
川
　
直
　
美
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
…
⓬

　
◆
４
年
間
の
三
浦
市
政
と
文
化
財
団

  

祝
　
　
　
優
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓬

　
◆
三
浦
市
政
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う

  

伊
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓭

　
◆
水
産
業
、
一
次
産
業
を
稼
げ
る
産
業
へ

  

駒
　
形
　
信
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓭
…

　
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

  

荒
　
井
　
眞
　
理
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓮

　
◆
佐
渡
の
子
ど
も
と
未
来
を
全
力
で
守
れ

  

渡
　
辺
　
慎
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓮

　
◆
奨
学
金
制
度
は
民
間
銀
行
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で

  

猪
　
股
　
文
　
彦
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓯

　
◆
急
が
れ
る
、
両
津
市
民
病
院
の
改
築
計
画

  

近
　
藤
　
和
　
義
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
⓯

　
◆
周
辺
地
域
・
限
界
集
落
に
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

代表質問・一般質問

新
生
ク
ラ
ブ 

代
表
質
問

佐
藤
　
　
孝
　
議
員
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初
年
度
は
本
予
算
が
編

成
さ
れ
て
お
り
、
独
自
の
施
策

と
し
て
は
２
年
目
以
降
と
な
っ

た
が
、
こ
の
間
、
市
長
が
目
指

す
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現

に
向
け
て
行
っ
た
施
策
は
何
か
。

 

佐
渡
観
光
交
流
機
構
の

設
立
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
ほ

か
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
平
成
29
年
度
か
ら
返
済
免

除
型
奨
学
金
制
度
を
構
築
し
、

こ
れ
ま
で
１
８
８
人
に
給
付
し

た
。
ま
た
、
国
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
助
成
金
へ
の
上
乗
せ
助
成

な
ど
に
よ
り
、
３
年
間
で
40
人

が
臨
時
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
雇
用
機
会
拡
充
事
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
１
２
８
人
の
雇
用
を

生
ん
だ
。

 

佐
渡
金
銀
山
世
界
遺
産

登
録
の
進
捗
状
況
と
官
民
協
働

の
受
け
入
れ
体
制
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。 

文
化
庁
か
ら
の
助
言
を

受
け
な
が
ら
国
内
外
の
専
門
家

と
検
討
を
重
ね
、
最
終
の
修
正

作
業
を
進
め
て
い
る
。
世
界
遺

産
に
よ
り
増
加
が
見
込
ま
れ
る

来
訪
者
の
受
け
入
れ
態
勢
に
つ

い
て
は
、
「
佐
渡
金
銀
山
」
保

存
・
活
用
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

官
民
協
働
に
よ
り
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

相
川
地
区
に
お
い
て
は
、
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
策

定
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
地
域
の
代
表

者
等
で
組
織
す
る
事
業
検
討
部

会
な
ど
で
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
並
み
整
備
に
関
す
る

事
業
や
、
観
光
振
興
と
周
辺
駐

車
場
に
関
す
る
事
業
等
、
受
け

入
れ
環
境
に
関
す
る
も
の
を
含

め
、
令
和
２
年
度
か
ら
10
年
間

で
24
事
業
を
関
係
各
課
に
お
い

て
実
施
す
る
。

 

林
業
振
興
に
つ
い
て
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

今
年
度
、
主
伐
や
間
伐

後
の
端
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

燃
料
と
し
て
山
形
県
酒
田
港
に

移
出
し
た
。
こ
れ
は
、
県
主
導

の
下
、
各
森
林
組
合
が
連
携
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
新
た
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
計
６
２
０
ト
ン
を
移
出
し

た
。
こ
の
移
出
に
要
し
た
海
上

輸
送
費
の
一
部
は
離
島
活
性
化

交
付
金
に
よ
り
助
成
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
支
援
す
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
開
始

に
伴
い
、
森
林
の
公
的
整
備
が

進
む
に
つ
れ
て
木
材
生
産
量
の

拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
森
林
資

源
の
有
効
活
用
を
図
る
上
で
も
、

素
材
生
産
を
す
る
林
業
団
体
等

の
人
員
不
足
を
補
い
、
作
業
効

率
の
向
上
を
図
る
た
め
林
業
機

械
導
入
の
拡
大
支
援
を
実
施
し
、

生
産
効
率
向
上
を
目
指
す
。

 

市
長
就
任
後
の
４
年

間
、
議
会
と
対
立
ば
か
り
で
成

果
が
見
え
な
い
。
市
長
と
し
て

何
が
し
た
か
っ
た
の
か
分
か
ら

な
い
。
何
が
で
き
、
何
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
４
年
間
の
総

括
を
求
め
る
。

 

佐
渡
再
生
に
向
け
①
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
、
②
官
民

が
連
携
し
た
地
場
産
業
の
育
成

と
拡
大
、
③
観
光
資
源
の
強

化
・
創
造
「
ま
た
行
き
た
い
島

づ
く
り
」
、
④
世
代
バ
ラ
ン
ス

の
是
正
、
４
つ
の
柱
を
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
佐
渡
観
光

交
流
機
構
の
設
立
に
よ
る
観
光

地
域
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
き
た
ほ
か
Ｕ
タ
ー
ン
を
推

進
す
る
た
め
返
済
免
除
型
の
奨

学
金
制
度
を
構
築
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
課
題
が
多
く
工
夫
が

必
要
だ
。

 

県
営
佐
渡
空
港
は
県
の

義
務
行
為
だ
。
既
に
全
国
の
17

の
離
島
に
大
型
空
港
が
完
成
し

佐
渡
だ
け
が
進
ん
で
い
な
い
。

新
潟
県
の
責
任
は
極
め
て
重

い
。
地
権
者
全
員
か
ら
の
覚
え

書
き
同
意
が
あ
る
の
に
な
ぜ
４

年
間
進
め
な
か
っ
た
の
か
。

 

佐
渡
空
港
の
拡
張
整
備

は
最
重
要
事
業
の
一
つ
だ
が
県

の
方
針
が
見
え
ず
地
権
者
へ
の

説
明
を
怠
り
不
信
感
を
募
ら
せ

た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。
花

角
知
事
就
任
後
、
現
空
港
を
活

用
し
た
新
航
空
路
の
開
設
の
構

想
が
出
て
お
り
新
空
港
の
整
備

と
並
行
し
推
進
に
努
め
て
い
く
。

 

佐
渡
汽
船
は
新
潟
県
の

子
会
社
だ
。
船
の
建
造
費
を
佐

渡
市
に
求
め
る
の
は
間
違
い
。

名
実
共
に
島
民
の
た
め
の
船
会

社
と
な
る
に
は
佐
渡
市
が
株
を

取
得
し
て
共
同
経
営
で
あ
る
べ

き
だ
。
社
員
も
佐
渡
出
身
者
で

雇
用
の
確
保
も
で
き
る
。

 

基
本
的
に
船
舶
建
造
費

の
支
援
は
で
き
な
い
と
説
明
し

て
い
る
が
航
路
維
持
へ
の
様
々

な
影
響
を
踏
ま
え
て
県
と
の
協

議
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
株

式
取
得
に
つ
い
て
は
佐
渡
汽
船

の
経
営
の
悪
化
も
あ
り
航
路
維

持
の
た
め
増
資
を
含
め
た
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

 

両
津
港
を
重
要
港
湾
に

す
べ
き
だ
。
両
津
港
重
要
港
湾

建
設
促
進
協
議
会
の
設
立
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

両
津
港
は
物
流
・
人

流
・
防
災
拠
点
と
し
て
島
民
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
重
要
港

湾
で
、
近
年
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
も
増
加
し
将
来
構
想
が
不
可

欠
で
あ
る
。
平
成
28
年
に
港
湾

計
画
が
見
直
さ
れ
た
が
議
員
指

摘
の
大
型
バ
ー
ス
の
計
画
イ
メ

ー
ジ
と
は
程
遠
い
。
港
湾
審
議

会
で
承
認
さ
れ
た
ジ
ェ
ッ
ト
フ

ォ
イ
ル
用
岸
壁
の
更
新
を
含
め

た
計
画
が
早
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
国
・
県
に
対
し
て
様
々
な

要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

政
友
会 

代
表
質
問

市
政
会 

代
表
質
問

三
浦
市
政
４
年
間
の
総
括
と

施
政
方
針
に
つ
い
て

政
治
家
は
結
果
が
全
て
だ

竹
内
　
道
廣
　
議
員

岩
﨑
　
隆
寿
　
議
員
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観
光
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
問
う
。
の
ん
び
り
と
観
光

ニ
ー
ズ
の
分
析
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
の
造
成
な
ど
行
っ
て
い
る

暇
は
な
い
。
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
と
し
て
も
、宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
は
体
力
が
持
た
な

い
。
ま
た
、
佐
渡
産
食
材
は
使

い
に
く
い
な
ど
多
く
の
課
題
が

全
く
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
佐

渡
の
課
題
に
対
応
し
た
誘
客
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
問
う
。

 

観
光
ニ
ー
ズ
は
常
に
変

化
し
、
観
光
動
態
の
把
握
や
ニ

ー
ズ
調
査
は
必
要
で
あ
る
。
そ

の
デ
ー
タ
か
ら
は
宿
泊
施
設
の

改
善
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
の

分
析
も
出
て
い
る
。
滞
在
時
間

を
延
長
し
、
地
域
消
費
活
動
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

地
場
産
食
材
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
価
格
や
量
の
確
保
に
対
す

る
課
題
も
見
え
る
の
で
、
漁
業

関
係
者
も
含
め
宿
泊
施
設
と
つ

な
げ
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
る
。

 

世
界
遺
産
登
録
に
向
け

た
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
に
つ

い
て
問
う
。施
政
方
針
で
は「
署

名
が
50
万
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
に
次
ぐ
推
薦
案
件
と
し
て
有

力
候
補
に
な
り
え
ま
す
。
だ
か

ら
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
し

ま
す
。」
こ
れ
だ
け
の
内
容
だ

け
し
か
な
い
。
国
内
推
薦
を
受

け
た
ら
世
界
遺
産
登
録
ま
で
は

も
う
２
年
し
か
な
く
、
受
け
た

と
し
た
ら
佐
渡
観
光
に
と
っ
て

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
国

内
推
薦
の
獲
得
か
ら
世
界
遺
産

登
録
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組

み
内
容
、工
程
に
つ
い
て
問
う
。

 

今
年
の
７
月
に
文
化
庁
、

関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
経
て
国

内
推
薦
予
定
と
な
る
。
そ
の
２

年
後
に
世
界
遺
産
委
員
会
の
審

議
を
経
て
登
録
が
決
定
す
る
。

観
光
客
か
ら
長
時
間
滞
在
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
３
つ
の
構
成

資
産
の
み
な
ら
ず
周
辺
地
域
の

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
地
域
住
民
と
一

緒
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
佐

渡
観
光
交
流
機
構
と
連
携
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
土
交
通

省
所
管
の
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
を
ま
と
め
、
各
種
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
面
の
計
画
案
を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

地
消
の
充
実
と
地
産
の

拡
大
に
つ
い
て
問
う
。

 
生
産
者
の
経
営
体
制
の

整
備
と
し
て
組
織
化
の
流
れ
や

施
設
園
芸
の
取
り
組
み
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
需
要
に
対
応
し
た
生
産

を
誘
導
す
る
体
制
が
十
分
と
は

言
え
な
い
。
消
費
者
と
生
産
者

と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み

を
整
え
、
園
芸
に
関
す
る
中
心

的
組
織
と
し
て
羽
茂
農
業
振
興

公
社
の
体
制
を
強
化
し
た
い
。

そ
の
た
め
、
市
職
員
を
派
遣
し

生
産
拡
大
の
支
援
に
取
り
組
む
。

 

佐
渡
の
農
山
漁
村
の
生

業
を
大
切
に
し
、
集
落
で
か
け

が
え
の
な
い
時
を
過
ご
す
人
と

人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
世
界

観
、『
佐
渡
ア
イ
ラ
ン
ド
集
落

ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
』
の
実
現
を

私
は
目
指
し
て
い
る
。
集
落
の

力
は
佐
渡
の
力
で
あ
り
、
集
落

多
様
性
は
佐
渡
が
持
つ
最
高
の

魅
力
で
あ
る
。
様
々
な
活
動
を

通
し
私
の
中
で
確
信
に
変
わ
っ

て
き
た
本
構
想
を
ど
う
思
う
か
。

 

近
年
、
個
人
観
光
客
の

動
き
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
、

地
域
に
入
り
込
む
需
要
も
確
実

に
増
え
て
い
る
た
め
、
進
め
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
本
市
の

第
一
次
産
業
や
自
然
、
食
、
町

並
み
、
伝
統
芸
能
等
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
独
自
の
文
化
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
観
光
資
源
と
捉
え

て
い
る
。
佐
渡
観
光
交
流
機
構

で
は
、
新
た
な
目
線
で
地
域
資

源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
る
こ

と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
滞
在
型

観
光
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
集
落
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

空
き
家
対
策
や
町
並
み
保
存
、

伝
統
芸
能
の
継
承
等
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
大
学
生
等
を
活
用

し
た
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
に

向
け
て
移
住
、
定
住
施
策
を
推

進
し
た
い
。

 

佐
渡
金
銀
山
は
、
最
短

で
本
年
夏
に
国
内
推
薦
獲
得
、

２
０
２
２
年
６
月
に
世
界
遺
産

登
録
が
決
ま
る
。
そ
の
日
を

記
念
日
と
し
て
、『
佐
渡
は
世

界
遺
産
に　

心
の
佐
渡
市
民
の

日
』（
仮
）
条
例
を
制
定
す
べ

き
で
あ
る
。
当
日
は
市
の
施
設

を
無
料
開
放
、
民
間
事
業
者
に

も
語
呂
合
わ
せ
で
佐
渡
と
な
る

３
１
０
円
や
３
，
１
０
０
円
等

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
、
佐
渡
の
魅
力
を
市

民
や
関
係
人
口
の
皆
さ
ま
と
共

有
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。 

条
例
制
定
へ
の
機
運
が

高
ま
る
中
で
制
定
す
べ
き
と
考

え
る
。
市
民
の
思
い
が
醸
成
さ

れ
、
多
様
な
関
係
者
の
強
い
連

携
が
必
要
。
日
に
ち
を
固
定
、

曜
日
を
加
味
す
る
等
、
様
々
な

検
討
の
中
で
練
る
べ
き
。
ま
ず

は
、
今
年
７
月
予
定
の
国
内
推

薦
を
必
ず
勝
ち
取
り
た
い
。

 

本
年
４
月
か
ら
全
小
中

学
校
で
始
ま
る
学
校
運
営
協
議

会
制
度
で
は
、
地
域
づ
く
り
と

の
連
動
が
見
え
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
、
マ
チ
型
の
八
幡
小
学

校
モ
デ
ル
や
ム
ラ
型
の
松
ケ
崎

小
中
学
校
モ
デ
ル
を
横
展
開
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

 

ど
ち
ら
も
非
常
に
一
体

感
の
あ
る
取
組
み
で
、
素
晴
ら

し
い
。
先
行
モ
デ
ル
と
し
て
成

功
す
れ
ば
、
他
地
域
へ
も
広
が

る
。
ま
ず
は
、
モ
デ
ル
が
確
実

に
着
地
で
き
る
よ
う
、
市
と
し

て
も
し
っ
か
り
と
支
え
た
い
。

令
和
２
年
施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

佐
渡
が
世
界
遺
産
と
な
る

　
　
　

記
念
日
を
条
例
制
定
せ
よ

室
岡
　
啓
史
　
議
員

坂
下
　
善
英
　
議
員


